
塩津地区の公共施設の概要

名称 概要(特徴・課題・利用状況等)

塩津
小学校

・最も古い校舎は昭和35年に建設されており、老朽化が
　進んでいる。
・児童数526人、普通教室数18クラス、特別支援学級5クラス。
　形北小学校についで市で2番目に児童数が多い。
・外国籍の児童(日本国籍で日本語教育が必要な生徒も含む)
　が市内小学校比較では最多の57人在籍しており、日本語
　適応教室を実施している。
・公民館が隣接しており、公民館行事の際に利用される
　ことがある。
・運動場は週１回程度、体育館は週5回程度地域の方の利用が
　ある。

塩津
中学校

・最も古い校舎は昭和37年に建設されており、老朽化が
　進んでいる。
・斜面に立地していることから、教室棟が段違いになっており
　複雑なつくりになっている。
・生徒数260人、普通教室数9クラス、特別支援学級2クラス
・外国籍の児童(日本国籍で日本語教育が必要な生徒も含む)が
　市内中学校比較では最多の26人在籍しており、日本語適応
　教室を実施している。
・運動場は週3回程度、体育館は週4回程度地域の方の利用が
　ある。

塩津
保育園

・昭和44年に建設されており、老朽化が進んでいる。
・園児数30人（定員80人）で、定員割れから利用していない
　部屋がある。
・急傾斜地崩壊危険区域である。
・駐車場スペースが園舎と離れているため、坂道を歩いて
　登って送迎する必要がある。
・延長保育を実施しており、午前7時30分から午後6時まで
　利用できる。

鹿島
こども園

・平成5年に建設されており、平成22年4月から民営化
　(運営：民間、施設：市保有)、園児数131人(定員140人)。
・平成29年4月より民間運営の幼保連携型認定こども園へ
　移行している。
・低年齢児保育を実施、0～2歳児を40人受け入れている。
・延長保育を実施しており、午前7時30分から午後7時まで
　利用できる。

塩津北
保育園

・昭和53年に建設されており、老朽化が進んでいる。
・園児数35人（定員80人）、大きく定員を下回っている。
　(低年齢児保育を実施していないため)
・延長保育は実施していないため、基本的に
　午前8時30分から午後4時30分の利用となっている。
・園庭は芝生が敷かれており、地域の方々がボランティアで
　手入れをしてくれている。

しおつ
児童館

・平成12年に建設されており、比較的健全な状態を維持
　している。
・0歳から18歳を対象とした施設。開館日数は295日、
　年間利用者数26,896人（H28）
・保育園に通園する前の子どもの利用や、保育園児の
　土日利用がある。
・赤ちゃんサロンは月2回開催しており、母親の交流の場と
　なっている。
・親子クラブは2,3歳児を対象としており、赤ちゃんサロン
　から継続して利用する方が多い。
・児童館が小さな子どもを持つ方の交流の場となっている。

塩津
公民館

・昭和50年に建設されており、老朽化が進んでいる。
・生涯学習、学術及び文化に関する各種事業を行うほか、
　住民の教養の向上、健康の増進を図り、生活文化の振興、
　社会福祉の増進に寄与する場として設置されている。
・年間利用者数は平成28年度19,157人、貸部屋の利用率
　(稼働率）は16.8％である。
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